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活躍する OB たち 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋 博(昭和 43年度土木卒 → 明治大学 → 朝日生命) 
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創部７０年に向けて 

   Ｓ43年度土木科卒 高橋 博 

 

最初の頃は遊び感覚の部活だったはずが、いつの間にかたくさんの人たちがグランド

に集まるようになった。 

特に大映劇場支配人だった（故）山田勝己氏（秋工、明治大）、いすゞ旭川支店長だ

った（故）西田正紀氏（法政大）、団体勤務の田巻紀雄氏（北見北斗、前旭川ラグビー

協会長）、そして（故）関口孝紀氏、管野真澄氏、藤原義春氏、澤田順一氏ほか諸先輩

方から旭工への熱いエールを頂いた。特に中江先輩には頭が下がる思いです。 

 そんなこんなで日々部員たちに勝利への意識が高まって、高３最後の高体連地区大会

の決勝は富良野工業と対戦。シーソーゲームで終了間際にＣＴＢ関澤彰一が絶妙な相手

の裏を突くゴロバン成功、見事に私の胸に入り勝利のトライとなった。 

 大会では北北海道大会では常勝の北見北斗に勝ち、決勝で遠軽に惜敗した見事な準優

勝。これが高校時代の思い出でとしてしっかりと残っています。 

 部活が終わり、舗装会社へ就職内定していた私は充実しながらも何か物足りなさを感

じていたそんな時、山田監督より明大ラグビーへの推薦があり、９人兄弟の末っ子で気

軽だった私はあとさき考えないで明治大学への進学を決めた。 

1.明大ラグビー４年間は WTB で、大学日本一を経験。日本選手権ではリコーに負けた。 

大学生活最後の日に明大監督（故）北島忠治先生より、このままだと旭工から明治の

路が消えるので後輩１人推薦枠を頂き、母校に帰り頭が良く目が大きかった当時キャプ

テンだった井川芳行君を誘った。 

井川君が明大４年の時、大学日本一になり、日本選手権で社会人にも勝利して見事日

本チャンピオンの夢を叶えてくれた。旭工からラグビー日本一の選手が誕生した。 

2.ニュージーランド遠征参加の思い出 

 大学日本一に 10 年ぶりに返り咲きそのご褒美にオール明大でニュージーランドへ遠

征したスナップを掲載します。 

（別添）私自身の人生で一番の宝物です。 

①北島監督、②宮井国夫氏（伝説の日本代表 WTB・北見北斗 OB、③松尾雄二（新日鉄釜

石７連覇主役）STB、④森重隆（日本ラグビー会長、ニュージーランドでコンビを組む）

CTB、⑤私（本人） 

※20日間の遠征で６試合、ニュージーランドで４試合、オーストラリアで２試合。戦績

は２勝４敗（勝利は、ワイカト大戦、南サウスランド選別戦） 

3.仲間との別れ 

思い出の旭工ラグビーで一緒にプレーした同期の（故）宮越新吉君はラインアウトの

名手、２期後輩の（故）鹿内直樹君（新日鉄室蘭ラグビー） 

鹿内君は私が唯一北門中から旭工に誘った後輩です。無口ですばらしい選手だった。 

 最後にこんなすばらしい人生経験が出来て仲間・先輩・関係者の皆様に心から感謝申

し上げ、旭工ラグビーが 80年 90年と今後益々発展できますようご祈念致します。  
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井川芳行（S47 年度建卒） 明治大学 → 朝日生命 

大学選手権優勝  決勝戦勝利 対早大 
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続けて日本選手権優勝・・・明治大学として初めての栄冠 

 

私のラグビー人生 

井川 芳行 S.47 建卒  

明治大学・朝日生命  

「明治のセレクションを受けてみないか？」 

その一言が私の人生を大きく飛躍させました。 

高校３年間のラグビーは不完全燃焼でした。部員が 10 人にも満たない、メンバーが揃わ

ない弱小チームでした。明治大学に進学すると、今度は部員 60 名を超える大所帯。一本目

の試合に出るため夢中でラグビーに打ち込みました。お陰で、関東大学選抜や全日本大学選

抜、オール北海道、日本選抜等々の代表にも選ばれ国際試合も経験。大学卒業後は明治先輩

の方からの誘いで就職し定年迄勤めることが出来ました。 

高校３年生の時、「明治のセレクションを受けてみないか？」と、声をかけてくれたのは、 

北見北斗高校 OB で当時はコーチとして指導していただいていた田巻紀雄氏である。私の

ラグビーの恩師であり、人生の節目で出会った恩人である。 

ラグビーが縁で結ばれた妻との間には娘２人を授かりました。今年４歳になった孫には

ラグビーの魅力を伝えたくて、うずうず・ワクワクしています。私が叶えられなかったラグ

ビーの夢の続きを追ってほしい。59 歳から熊谷不惑倶楽部で 30 年ぶりにラグビープレイ

を復活。円熟（笑）のラグビー人生は今も継続中。私の楕円球人生はエキサイティングな（面

白い・ワクワクする・刺激的な）人生である。 
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～メッセージ～ 花園目指して頑張ってください。  

ラグビーは楽しんでやれば必ず上手くなるし、自分たちが望む結果につながります。 

僕自身も日本代表になるので、皆さんも花園目指して北北海道代表となるよう頑張って

ください。 思い出深い旭工ラグビーOBとしてみんなと一緒に応援してます。 

   大西 樹   流通経済大学―パナソニックワイルドナイツ FL/NO.8  

大西樹（H26 年度卒） 流通経済大学 → パナソニックワイルドナイツ FL/NO.8 


